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保
護
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、

ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
五
年
度
は
三
百
十
六
名

の
新
入
生
を
迎
え
全
校
生
九
百
十
名
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
も
多
く
の

方
々
に
中
央
高
校
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た

こ
と
、
大
変
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
四
月

七
日
の
入
学
式
は
、
無
事
に
マ
リ
オ
ス
で

附
属
中
学
校
と
合
同
で
挙
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
も
五
月
八
日

か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
扱
い
と
な

り
３
年
前
の
日
常
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
青
春
時
代
の

大
切
な
思
い
出
と
な
る
は
ず
の
高
校
生
活
、

改
め
て
学
校
行
事
の
持
つ
意
義
を
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。
行
事
は
可
能
な
限
り
以
前

の
よ
う
に
実
施
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
体

育
大
会
、
昇
龍
祭
と
も
二
日
間
、
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
と
併
せ
、
九

月
一
日
に
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
開
催
と
し
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の

参
加
生
徒
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
是
非
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
貴
重
な
国
際
交
流
の

機
会
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

三
年
生
は
、
早
く
も
卒
業
後
の
進
路
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
り
ま

し
た
が
、
思
い
描
い
て
き
た
夢
の
実
現
に

向
け
て
鍛
え
た
精
神
力
や
継
続
す
る
力
で

中
央
魂
を
発
揮
し
て
、
頑
張
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
教
職
員
一
同
、

全
力
を
持
っ
て
、
躍
進
す
る
中
央
高
校
の

未
来
を
創
る
べ
く
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

重
ね
て
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
原
田
理
穂
子
と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
夢
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
現

し
て
い
く
三
年
生
の
姿
で
し
た
。
高
校
時

代
は
柔
軟
な
感
受
性
で
物
事
を
見
た
り
、

自
身
や
他
者
と
深
く
向
き
合
っ
た
り
、
今

後
の
人
生
に
直
結
す
る
決
断
を
迫
ら
れ
た

り
す
る
時
期
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
何
年
か
は
外
の
世
界
に
触
れ
る

機
会
も
制
限
さ
れ
、
ご
く
当
た
り
前
だ
っ

た
生
活
も
す
っ
か
り
と
様
式
を
変
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
と
も
す
る
と
孤
独
さ
え
感

じ
か
ね
な
い
状
況
下
で
自
身
の
進
む
道
を

決
断
す
る
こ
と
は
、
大
変
勇
気
の
い
る
こ

と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

秘
め
る
可
能
性
や
芯
の
強
さ
を
感
じ
た
一

年
間
で
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
り
な
が
ら
も
先
生
方
の
ご
尽
力
の
お
陰

で
行
事
を
積
み
重
ね
て
こ
れ
た
こ
と
に
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

制
限
の
緩
和
に
向
か
う
今
年
度
は
、
盛

岡
中
央
高
校
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

享
受
で
き
る
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。
私
た

ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
至
ら
ぬ
点
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
方
か
ら

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
年
間

努
め
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

校長
千葉　研二

PTA会長
原田 理穂子

「
ご
挨
拶
」

会
長
挨
拶

本
日
、
私
た
ち
は
盛
岡
中
央
高
等
学
校
に
入
学
を
許

可
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
進
学
や
部
活
動
な
ど
、
大
い
に
活
躍
し
て
い
る

本
校
に
入
学
で
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
こ
の

上
な
い
喜
び
で
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
必
要
と
な
る

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

本
校
の
国
際
交
流
な
ど
を
通
し
、
国
際
的
視
野
を
広
げ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
探
求
心
を
持
ち
、
未
来
の
社
会
を

担
う
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
制
限

が
緩
和
さ
れ
、
多
く
が
以
前
の
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。一
つ
で
も
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

先
輩
た
ち
の
よ
う
に
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
本
学

の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
独
立
進
取
」「
研
鑽
努
力
」
の

も
と
、
将
来
を
見
据
え
、
文
武
両
道
に
励
み
、
新
た
な

仲
間
と
の
良
い
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
の
入
学
式
は
、
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル

を
会
場
に
、
高
校
と
附
属
中
学
校
合
同
で
実
施
し
ま
し

た
。
感
染
対
策
を
必
要
十
分
に
行
い
、
従
来
通
り
の
形

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
入
生
の
保
護
者
の
方
々
に
は
、
入
場
の
人
数
制
限

も
な
く
、
人
生
の
大
き
な
節
目
を
見
届
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
賓
の
方
々
に
も
ご
参
列
い
た

だ
き
、
校
歌
も
録
音
音
源
の
再
生
で
は
な
く
、
吹
奏
楽

部
・
合
唱
部
・
有
志
に
よ
る
生
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
様
式
か
ら
、
従
来
の
形
に
戻
し
た

入
学
式
は
、
久
し
ぶ
り
に
華
々
し
い
式
典
に
な
り
ま
し

た
。
あ
た
り
ま
え
の
生
活
が
あ
た
り
ま
え
に
送
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
・
附
属
中
学
校
合
同
入
学
式

│
新
入
生
宣
誓
│

普
通
科　
第
六
十
一
回　
入
学
生
代
表

廣
瀬　
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
（
１
Ｓ
Ｚ
２
）
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東
医
Ｖ
コ
ー
ス
2
学
年
23
名
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
本
校
の
国

際
姉
妹
校St Joseph's Institution

を
訪
れ
、
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
の
授
業
を
体
験
し
、
ま
た
、
バ
デ
ィ
と
の
交
流
を
通
し
て
国

際
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
中
止
や
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
な
ど
、
本
来
の
形
で
の
開
催
が

出
来
ず
に
い
ま
し
が
、
今
年
は
よ
う
や
く

海
外
姉
妹
校
の
生
徒
や
教
職
員
を
、
盛
岡

に
招
待
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
ご
協
力
い
た
だ
く
保
護
者
の
皆

様
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。フ
ォ
ー

ラ
ム
ウ
イ
ー
ク
中
は
各
ク
ラ
ス
に
お
い
て

姉
妹
校
生
徒
と
の
交
流
が
も
た
れ
る
ほ
か
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
わ
る
生
徒
達
は
様
々
な

機
会
で
国
際
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
す
。

9
月
1
日
に
は
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル

マ
リ
オ
ス
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も

含
め
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
で
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
本
番
と
な
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
本
校

生
徒
と
姉
妹
校
生
徒
の
共
同
の
探
究
成
果

発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

盛
岡
中
央
高
等
学
校
60
周
年
の
節
目
に

再
ス
タ
ー
ト
す
る「
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
国
際
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

国
際
Ｒ
コ
ー
ス
の
英
語
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

の
海
外
研
修
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
施
で
き
ず

に
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

希
望
者
に
よ
る
研
修
を
台
湾
で
実
施
し
ま
し
た
。

康
寧
大
学
、
強
恕
高
等
中
学
と
い
う
本
校
の
姉
妹

校
の
協
力
の
も
と
、
6
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
海
外
の
街
並
み
や
文
化
、
人
々
に
触

れ
る
中
で
様
々
な
気
づ
き
が
あ
っ
た
様
子
で
、
非
常

に
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●実際に自分の目で見て体験してみないとわからない
ことは多く、今回の研修では良い思い出作りができ
たと同時にたくさんの学びがありました。このよう
な機会を与えてくれた両親に心から感謝していま
す。

●私が最もいい経験になったと思ったのが、相手との
英語を使ったコミュニケーションだ。日本の授業で
は英語をどれだけ正しく使えるか、ということに重
きをおいて学習していましたが、海外へ行ってみて、
どれだけ伝えることができるかという表現力こそ価
値があるのだと思った。

●日本に帰ってきて、大きなカルチャーショックを受
けた。もう少し、海外の雰囲気に慣れ、経済面から
もよく観察してみたくなった。大学に入って、留学
して自分の目で確かめてみたい。

東医Ｖコース《2年》 シンガポールグローバルリーダー育成研修（5/16 〜 5/21）

国際Rコース《R4 1〜3年》 台湾研修（3/12 〜 3/16）

参加生徒の感想

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

国際フォーラム開催

写真は令和元年8月31日に盛岡市民文化ホール、マリオスで開
催された第21回ＣＨＵＯ国際教育フォーラムの様子
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盛
岡
中
央
高
校
1
学
年
Ｓ
Ｚ
コ
ー
ス
で
は
、
5
月

12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
大
学
見
学
会
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
1
日
目
は
早
稲
田
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
、
2
日
目
は
東
京
大
学
の
五
月
祭
に
参
加

し
ま
し
た
。
大
学
生
か
ら
様
々
な
刺
激
を
受
け
、
今

後
の
糧
と
な
る
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　菅原　奏（2Z2）
　アデレードで過ごした2週間は、高校生活だけでなく自分の人生の
中でも大きな経験になったと感じています。コロナウイルスの影響
でアデレードに行くことすら危うかったにも関わらず、綿密な計画
を立ててくださった先生方、そして厳しいチェックを受け、受け入
れてくださったホストファミリーの方々には感謝してもしきれない
ほどです。
　そんなアデレードの生活の中でも特に感じたのは、難しい英語の文
法や単語を知らなくても自分の伝えようとする意思や理解しようとす
る気持ちと態度があればコミュニケーションはとれるということで
す。ホストファミリーと話すときだけでなく、店員さんやアデレード
高校の先生と話す時にも頑張って伝えようとしたら伝わったことが沢
山ありました。だからといって、学習をおろそかにしても良い訳では
ありません。自分が生活していた中でも、わからない単語で困ったこ
ともありました。そんな時には自分がもっと知っていればなあと思う
ことも少なくありませんでした。なのでこれからは、もっと簡単にわ
かりやすく伝えるために英語を学習しつつ、自分の苦手分野だからと
言って避けることなく積極的に話していきたいと思いました。
　そのほかにも、文化的な面で感じたのは、日本よりも人がフランク
だったりそれぞれの民族の文化を尊重しているということです。レジ
の時に互いに挨拶をすることや出会い頭に学校の廊下でハイタッチな
んてことは日本の生活では経験できないものでした。そして、それぞ

れの文化について
説明できるほどの
人 が 沢 山 い ら っ
しゃるイメージで
した。この二つ以
外にも沢山ありま
したが、特に感じ
た日本との違いは
とても印象的でし
た。
　この経験を通し
て、海外の文化や
言葉に対して興味
が増しました。今
までは、海外旅行
も興味があるとは
言いがたかったのですが、今では、大人になったら行ってみたい国や
習ってみたい言葉など沢山出てくるほどです。また、日本国内という
一見広いようで本当は狭い視野を今回の研修によって海外という広い
視野にできたことは自分自身とても嬉しかったです。
　高校生活の思い出となったこの研修を通して、これからの学習の取
り組み方に活かしていけるよう努力していきたいです。

　津志田　瞬（2SZ2）
　グローバルリーダー研修では、とても素晴らしい時間を過ごすこと
が出来ました。受け入れて下さったホストマザーはとても素敵な人で
した。ホストマザーは私たちを受け入れるためにたくさんの準備をし
てくれました。事前にメールでやり取りしているときにいいベッドが
あると言っていたのですが、なんとそれは私たち用に新たに購入した
ものだったのです。また、彼女は人それぞれのプライベートを尊重し
ているようで、部屋の内装を変えてまで私たちがゆっくりできる空間
を確保してくれました。本当に素晴らしい人だと思いました。
　ホームステイの初日は飛行機が遅れてしまった為、ホームステイ先
への到着が夜になってしまいました。家に着くとおいしい夕食を用意
してくれました。また、とてもフレンドリーに接してくれて、すぐに
打ち解けることが出来、会話がとても楽しくなりました。もちろんす
べてを聞き取って理解できるわけでもないのでその時は翻訳機を活用

したり、わかりやすい単語を並べて意思疎通を図っていました。この
時結構ジェスチャーって大事だなって思いました。ホストマザーは私
たちが話すときに「大丈夫、焦らなくていいよ」と言ってくれて、自分
からでも安心して声をかけることが出来ました。
　日々の生活で日本と違うなと思うことは多々ありました。その中で
も最も違うなと思ったのは、知らない人でも当たり前のように会話を
することです。すれ違った人やお店の店員さんとも親しげに会話をし
ていました。これは日本ではあまり考えられないことだったのでとて
も驚きました。
　実はホストマザーはミュージシャンでした。音楽一家で育ったため
幼少期から楽器に触れていたそうです。彼女は今、音楽の先生として
も活動していて8人も生徒がいるそうです。実際に生徒さんがホスト
マザーの家に訪れた日があって一緒にご飯も食べましたし、一緒に歌
も歌いました。その生徒さんは習い始めて1年ほどだったのですが、

とても演奏と歌が素晴らしかったです。
　今回の研修を通して、授業とかで聞くリスニ
ングってネイティブと結構違うなって思いま
した。本場の人の会話はもっと速いし、声質も
人それぞれだから聞き取りやすい声もあれば
そうでない場合もあって、それを聞き取れるよ
うになるためにもっと勉強が必要だと思った。
さらに頑張らなければならないのが発音だと
いうこともわかりました。とても楽しい研修で
した。

　笹原彬叶（3A1）
　修学旅行の京都では、清水寺の高さに
圧倒され驚きました。大阪ではUSJに行
き、ジェットコースターなどのアトラク
ションを満喫しました。日本の文化や歴
史に触れたり、友人と交友を深めること
ができ、思い出に残る修学旅行になりま
した。

●早稲田大学の見学では、どんな学部が
あるのかや、そこで何をしているのか
を詳しく知り、実際に建物を見ながら
説明を聞くことで、大学生活のイメー
ジをしながら学ぶことができた。

特進Zコース《R4 1年》 オーストラリアグローバルリーダー育成研修（3/10 〜 3/19）

特進選抜SＺコース《2年》 オーストラリアグローバルリーダー育成研修（5/12 〜 5/21）

参加生徒の感想

1
月
31
日
か
ら
2
月
4
日
、
令
和
4
年
度
進
学
総

合
Ａ
コ
ー
ス
2
年
生
は
、
京
都
・
奈
良
・
大
阪
へ
修

学
旅
行
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
海
外

へ
の
旅
行
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
影
響
で
国
内
へ
の
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。

修
学
旅
行

大
学
見
学
会
（
早
稲
田
大
学
・
東
京
大
学
）
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【
サ
ッ
カ
ー
部
】　

第
3
位

1
回
戦　

盛
岡
中
央
8
―
0
宮
古

2
回
戦　

盛
岡
中
央
2
―
0
盛
岡
市
立

3
回
戦　

盛
岡
中
央
2
―
0
盛
岡
三

準
々
決
勝　

盛
岡
中
央
3
―
0
花
巻
東　

準
決
勝　

盛
岡
中
央
2
―
2

（
P
K
2
―
4
）専
大
北
上

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

〈
団
体
戦
〉男
子

1
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
3
宮
古
商
工

〈
団
体
戦
〉女
子

2
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
3
盛
岡
商
業

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

1
回
戦　

盛
岡
中
央
83
―
48
大
船
渡
東

2
回
戦　

盛
岡
中
央
42
―
64
釜
石

【
な
ぎ
な
た
競
技
】

〈
女
子
個
人
試
合
〉

　

第
4
位　

齊
藤
夏
未（
1
Z
1
）

〈
女
子
演
技
競
技
〉

　

第
3
位　

石
橋
栄
乃（
2
S
Z
2
）

　
　
　
　
　

齊
藤
夏
未（
1
Z
1
）組

上
位
4
位
ま
で
が
東
北
選
手
権
大
会
出
場

【
男
子
柔
道
部
】

〈
団
体
戦
〉準
優
勝

1
回
戦　

盛
岡
中
央
5
―
0
久
慈
東

2
回
戦　

盛
岡
中
央
5
―
0
盛
岡
工
業

準
決
勝　

盛
岡
中
央
2
―
1
盛
岡
南

決　

勝　

盛
岡
中
央
2
―
3
盛
岡
大
附

〈
個
人
戦
〉

100
㎏
超
級　

優
勝　
　

山
田
力
丸（
3
A
2
）

100
㎏
超
級　

準
優
勝　
菊
池
央
太
郎（
3
A
1
）

100
㎏
級　

3
位　
　

明
戸
悠
太（
3
A
2
）

73
㎏
級　

3
位　
　

鈴
木
輝
星（
3
A
1
）

【
女
子
柔
道
部
】

〈
団
体
戦
〉ベ
ス
ト
8

　

佐
藤　
　

環（
1
A
2
）

　

阿
部　

柚
月（
2
B
1
）

　

市
村　

千
愛（
2
B
2
）

　

吉
田　

芙
珠（
2
A
2
）

　

小
松　

秋
音（
1
A
2
）

〈
個
人
戦
〉

52
㎏
級　

3
位　

青
山
桃
花（
2
B
2
）

63
㎏
級　

3
位　

阿
部
柚
月（
2
B
1
）

78
㎏
級　

3
位　
阿
部
凜
々
花（
1
A
1
）

78
㎏
超
級　

優
勝　

市
村
千
愛（
2
B
2
）

　

東
北
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

1
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
2
北
上
翔
南
・
金
ヶ
崎

【
テ
ニ
ス
部
】

〈
団
体
戦
〉

1
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
3
盛
岡
南

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】　

第
3
位

2
回
戦　

盛
岡
中
央
40
―
12
水
沢

3
回
戦　

盛
岡
中
央
25
―
23
盛
岡
四

準
決
勝　

盛
岡
中
央
28
―
42
不
来
方

優
秀
選
手　

小
田
未
来（
3
Ａ
2
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

〈
男
子
〉

2
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
3
一
関
修
紅

〈
女
子
〉

1
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
3
盛
岡
大
附

【
陸
上
競
技
部
】

男
子
2
0
0
m　

準
決
勝
敗
退

　

中
舘
春
翔（
3
A
2
）

男
子
4
0
0
m
H　

準
決
勝
敗
退

　

紺
野
大
翔（
3
A
2
）

男
子
4
×
1
0
0
m
R　

準
決
勝
敗
退

　

紺
野（
3
A
2
）、
松
本（
2
Z
1
）、

　

三
澤（
2
A
1
）、
上
舘（
3
A
1
）

女
子
4
×
1
0
0
m
R　

準
決
勝
敗
退

　

尾
形（
2
Z
3
）、
橋
場（
2
Z
3
）、

　

稲
部（
3
R
）、
荒
屋（
2
A
1
）

【
卓
球
部
】

〈
男
子
〉学
校
対
抗

1
回
戦　

盛
岡
中
央
3
―
0
岩
谷
堂　

2
回
戦　

盛
岡
中
央
1
―
3
水
沢
商
業

〈
女
子
〉学
校
対
抗　

ベ
ス
ト
16

2
回
戦　

盛
岡
中
央
3
―
0
北
上
翔
南

3
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
3
花
北
青
雲

〈
個
人
戦
〉シ
ン
グ
ル
ス

渡
邊
康
恵（
3
S
Z
）

　

1
回
戦　

3
―
0
北
上
翔
南

　

2
回
戦　

1
―
3
盛
岡
第
二

村
井
瑞
歩（
1
A
2
）

　

1
回
戦　

3
―
1
福
岡　

　

2
回
戦　

0
―
3
盛
岡
第
二

〈
個
人
戦
〉ダ
ブ
ル
ス　

ベ
ス
ト
16

渡
邊
康
恵（
3
S
Z
）大
崎
利
心（
2
A
1
）

　

1
回
戦　

3
―
0
宮
古　

　

2
回
戦　

3
―
1
専
大
北
上　

　

3
回
戦　

0
―
3
盛
岡
第
二

外
下
朋
果（
1
S
Z
1
）村
井
瑞
歩（
1
A
2
）

　

1
回
戦　

3
―
1
福
岡

　

2
回
戦　

1
―
3
花
巻
農
業

【
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

盛
岡
中
央
・
盛
岡
北
・
紫
波
総
合

0
―
19
岩
谷
堂
・
水
沢
・
金
ヶ
崎（
5
C
）

各
種
大
会

�

【
硬
式
野
球
部
】

●
第
70
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野

球
岩
手
県
大
会

1
回
戦　

盛
岡
中
央
8
―
7
久
慈
東
高

2
回
戦　

盛
岡
中
央
3
―
10
盛
岡
第
三

（
7
C
）

【
男
子
柔
道
部
】

●
第
73
回
東
北
高
等
学
校
柔
道
大
会

山
形
県
上
山
市　

三
友
エ
ン
ジ
ニ
ア
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

〈
団
体
戦
〉2
回
戦
敗
退

〈
個
人
戦
〉

73
㎏
級　
一
回
戦
敗
退　

鈴
木
輝
星（
3
A
1
）

100
㎏
級　

第
3
位　

明
戸
悠
太（
3
A
2
）

100
㎏
超
級　

優　

勝　

山
田
力
丸（
3
A
2
）

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

●
第
76
回
東
北
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

1
回
戦　

盛
岡
中
央
24
―
30
聖
和
学
園

（
宮
城
）

【
陸
上
競
技
部
】

●
2
0
2
3
岩
手
県
春
季
陸
上
競
技
大
会

男
子
2
0
0
m

　

7
位　

中
館
春
翔（
3
A
2
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

●
J
F
A
第
10
回
全
日
本
U
―
18
フ
ッ

ト
サ
ル
選
手
権
岩
手
県
大
会

　
　
　
盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
8
―
0
盛
岡
南

準
決
勝　
盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
4
―
2

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
レ
一
関
ユ
ー
ス

決
勝　
盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
7
―
5
盛
岡
中
央
ボ
カ

優
勝（
東
北
大
会
出
場
）

　
　
　
盛
岡
中
央
ボ
カ
6
―
3
盛
岡
誠
桜

準
決
勝　
盛
岡
中
央
ボ
カ
4
―
2
ク
ロ
ス
カ
ラ
ー
ズ

決
勝　
盛
岡
中
央
ボ
カ
5
―
7
盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス

準
優
勝（
東
北
大
会
出
場
）

　
盛
岡
中
央
リ
ー
ベ
ル
3
―
4
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
レ
一
関
ユ
ー
ス

　

●
J
F
A 

第
10
回
全
日
本
U
―
18
フ
ッ

ト
サ
ル
選
手
権
東
北
大
会

（
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
）

盛
岡
中
央
ボ
カ
7
―
3
磐
城
桜
が
丘（
福
島
）

盛
岡
中
央
ボ
カ
1
―
4

大
館
国
際
情
報
学
院
高
校（
秋
田
）

予
選
敗
退

盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
3
―
2
山
形
明
正
・
飯
田

盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
2
―
1
秋
田
北
鷹予選

突
破

準
決
勝

盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
2
―
6

聖
和
学
園
高
校
サ
ッ
カ
ー
部（
宮
城
）

第
3
位

【
ゴ
ル
フ
部
】

●
2
0
2
3
年
度
岩
手
県
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
選
手
権

　

14
位　

後
藤
羽
翼（
3
A
2
）

※
東
北
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
出
場

●
2
0
2
3
年
度
東
北
女
子
ア
マ
ゴ
ル

フ
選
手
権

　

28
位
タ
イ　

中
野
舞
子（
2
Z
4
R
）

【
馬
術
競
技
】（
外
部
団
体
）

●
第
75
回
岩
手
県
民
体
育
大
会
馬
術
競
技

少
年
S
&
H
競
技　

第
3
位
・
第
4
位

（
東
北
大
会
出
場
決
定
）

　

船
橋
友
希
那（
3
Z
1
）

【
囲
碁
将
棋
部
】

【
将
棋
】

●
第
45
回
岩
手
県
高
等
学
校
将
棋
大
会 

　

男
子
個
人
戦（
ベ
ス
ト
16
以
上
）

　

A
級　

村
松
一
朗（
3
V
）第
4
位

　

C
級　

星
彰
大（
1
S
Z
2
）第
12
位

【
囲
碁
】

●
文
部
科
学
大
臣
杯
　
第
47
回
全
国
高

等
学
校
囲
碁
選
手
権 

岩
手
県
大
会

〈
個
人
戦
〉男
子

　

A
級　

優
勝　

渡
邊
和
貴（
2
S
Z
2
）

●
文
部
科
学
大
臣
杯
　
第
47
回
全
国
高
等

学
校
囲
碁
選
手
権
大
会（
東
京 

日
本
棋
院
）

〈
個
人
戦
男
子
〉出
場

●
第
47
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

囲
碁
部
門（
鹿
児
島 

指
宿
）

〈
個
人
戦
男
子
〉出
場

高
総
体
結
果

第75回
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石川 圭一郎
地歴公民
テニス

3R正

教
職
員
紹
介

１
年
生

３
年
生

２
年
生

管 理 職管 理 職

千葉　研二 与座　宏章
地歴公民

副校長

熊倉　秀紀
外国語

教　頭

及川　満洋
保健体育

副教頭

氷見　浩一
国語

（ソフトテニス）

校長補佐

小原　祐一
保健体育
サッカー

副教頭

吉田　幸彦
地歴公民

卓球

副教頭校　長

佐々木 進一郎
外国語

応援・チア

3V正

◎

野寄　裕
数学

バドミントン

3SZ正

糸井　眞一
理科

3SZ副

茶道

梅木　翔太
数学

ソフトテニス

3Z2正

氷見　浩一
国語

ソフトテニス

3Z2副

北川　貢
保健体育

陸上競技

3Z1副

佐藤　律子
国語

芸術

3Z1正

■ ◎ ◎

佐々木 万実
保健体育

柔道

3A1正

長澤　英胤
保健体育・芸術

3A2正

柔道

齊藤　匡郎
国語

ソフトテニス

3A2副

村上　成也
数学

囲碁・将棋

3A3正

米澤　守
地歴公民
硬式野球

3A1・3A3副

齊藤　成一
理科
家庭

1V副

★

村田　伸也
国語
文芸

1V正

★

高橋　勝弘
理科

囲碁・将棋

1SZ1副

成田　明伸
国語

バスケットボール

1SZ1正

工藤　洸
地歴公民
陸上競技

1SZ2正

髙松   博明
数学
合唱

1SZ2副

藤原　陽子
家庭科
家庭

1Z1正

熊沢　直哉
保健体育
スキー

1Z1・1Z2副

朝日田 光晴
理科

ゴルフ

1Z2正

■

中村　祐史
理科

少林寺拳法

1A2R正

◎

大山　さき
数学

吹奏楽

1A2R副

★

門前　直樹
外国語

ハンドボール

1B2正

小原　祐一
保健体育
サッカー

1B2副

松野　勝彦
情報

硬式野球

1A1副

久保田　豪
保健体育

柔道

1B1正

中嶋　尚樹
外国語

ディベート

1A1正

片岡　順一
理科
科学

2V副

片岡　順一
理科
科学

3V副

◎

小笠原 正浩
数学
茶道

2V正

岩崎　聡史
数学

さんさ同好会

2SZ2正

玉山　光典
理科
科学

2SZ1正

佐々木　恵
国語

さんさ同好会

2SZ1副

晴山　幸弘
外国語
芸術

2SZ2副

伊東　雄一
地歴公民
スキー

2Z1正

杉田　陽子
保健体育

ハンドボール

2Z2正

佐々木 美咲
外国語
卓球

2Z3正

山崎　元
地歴公民

応援・チアダンス

2Z3副

山賀　敏也
国語

ソフトボール

2Z1副

★■

吉田　幸彦
地歴公民

卓球

2Z2副

田村　紘大
外国語

ソフトボール

2Z4R正

山田　智
理科
合唱

2Z4R副

高橋　亨
地歴公民
ゴルフ

2B1正

加藤　操
理科

バドミントン

2B2正

中野　浩
情報

バレーボール

2B1副

川手　祐輔

川手　祐輔

地歴公民

地歴公民

ソフトボール

ソフトボール

2B2副

1B1副

柔道

◎

中森　淳
数学

吹奏楽・サッカー

2A1正

本間　崇朗
地歴公民
硬式野球

2A1副

村田　大 山田　宏幸
保健体育 国語
サッカー ソフトボール

2A2正 2A2副

★

氏　　名
担当教科

担当クラブ

クラス

★は新任の先生
◎はコース長
■は学年長

事　務事　務

伊藤　文彦 栃澤　朗子 橋本　直樹 齊藤 奈々紀

★

養護教諭養護教諭

佐藤　樺衣

★

常勤講師常勤講師

ブライアン･コルパ フォン･ジェイダ ファティマ･カーン

★

ALTALT

ダニエル･メーズ

東医Vコース東医Vコース 特進選抜SＺコース特進選抜SＺコース 特進Zコース特進Zコース

国際Rコース国際Rコース 進学選抜Aコース進学選抜Aコース 進学総合A・Bコース進学総合A・Bコース
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　こんにちは、私の名前は中
村杏夏です。アメリカのメ
リーランド州に住んでいま
す。聖心女子学院の姉妹校の
ストーンリッジスクールに
通っています。アメリカでは、
アイスホッケーを小さいころ
からやっています。
　今年で二回目の聴講生とし
て盛岡中央高校に来ていま
す。中央高校の生徒はとても

やさしくて、あまり日本語がわからなくても、簡単な
日本語と英語で教えてくれます。先生方も、授業がわ
かるように、色々考えてくれます。（特に去年の古文
の先生に感謝しています。）球技大会や昇龍祭などア
メリカではできない事が体験できとても楽しいです。
今年もよろしくおねがいします。

　５月８日から新型コロナウイルス感染症がが５類に移行し、学校行事等もコロナウイルス以前に戻りつつあります。対面式や生徒総会も全校対面で実施す
ることができました。昇龍祭も２日間での開催となりました。昇龍祭委員の方々はじめ多くの方に御協力いただき、アイス等販売することができました。
　今号発行にあたり、ご協力いただいた会報委員の方々、生徒・先生方に深く感謝します。ありがとうございました。

編
後
集
記

My name is Tom Rokuroda. I am 17 years old.
I was born in Hokkaido but moved to New Zealand when I was 
one. Recently I moved back to Japan from Auckland in order 
to play football here. 
I’ve really enjoyed my new life in Japan - I’ve been learning 
about more than just football. Becoming immersed in the 
culture and the language (which I’m slowly getting better 
at) has been a life-changing opportunity. I am learning a lot 
here, having moved from Auckland City FC to play for Grulla 
Morioka.
I am very grateful to everyone as they’ve been so nice and 
helpful. 
I cannot deny that I eagerly anticipate what the future has in 
store for me.

私の名前は六郎田トムです。17歳です。
北海道で生まれましたが、1歳の時にニュージーランドに引っ越しました。最近、オーク
ランドから日本に戻り、日本でサッカーをすることになりました。
日本での新しい生活はとても楽しくて、サッカー以外のことも勉強しています。日本の文
化や言葉（少しずつ上達しています）に浸ることは、人生を変えるチャンスです。オーク
ランド・シティ FCからグルージャ盛岡に移籍した私は、ここで多くを学んでいます。
みなさんがとても親切で助けてくれたので、とても感謝しています。
この先、どんなことが待ち受けているのか、楽しみで仕方がありません。

中村杏夏
（2Z4R）

六郎田トム
（2Z4R）

聴講生紹介

現在保有しているバスの老朽化に伴い、新しくバスを購入
いたしました。

ＰＴＡ特別会計、後援会特別会計より折半にてお支払いい
ただき、感謝いたします。ありがとうございました。部活動
の大会等に使用させていただきます。安全運転で使用させて
いただきます。今後ともよろしくお願いいたします！

国立大学 私立大学 私立大学 私立大学 公立専門校 公務員
大学名 合格 大学名 合格 大学名 合格 大学名 合格 学校名 合格 官公庁名 合格

北見工業大学 1 札幌学院大学 1 麻布大学（獣医学科） 1 神奈川大学 2 岩手県立宮古高等看護学院 1 自衛官一般曹候補生 2
弘前大学 4 札幌国際大学 2 亜細亜大学 4 関東学院大学 3 岩手県立一関高等看護学院 1 自衛官候補生 3
岩手大学（人文社会科学部） 5 北海商科大学 1 北里大学（獣医学科） 2 産業能率大学 1 岩手県立産業技術短期大学校 9 岩手県警察 1
岩手大学（教育学部） 3 北海道科学大学 1 杏林大学 1 金沢医科大学（看護学部） 1 東北職業能力開発総合大学校 1 公務員計 6
岩手大学（理工学部） 10 酪農学園大学（獣医学科） 1 SGU 慶応大学 1 京都産業大学 1 公立専門校計 12
岩手大学（農学部） 5 酪農学園大学 1 國學院大學 1 同志社大学 1 民間就職

SGU 東北大学 1 札幌大谷大学 1 国士舘大学 1 明治国際医療大学 1 専門学校 企業名 合格
秋田大学 4 青森大学 4 駒沢女子大学 1 SGU 立命館大学 2 学校名 合格 （有）橋本内装 1
山形大学 4 八戸工業大学 2 実践女子大学 1 龍谷大学 1 盛岡情報ビジネス＆デザイン専門学校 11 盛岡ターミナルビル株式会社 1
福島大学 3 青森中央学院大学 2 SGU 芝浦工業大学 1 大阪芸術大学 1 盛岡外語観光＆ブライダル専門学校 1 昭和パックス株式会社 1
茨城大学 3 弘前医療福祉大学 1 順天堂大学 1 関西大学 1 盛岡医療福祉スポーツ専門学校 6 JR盛岡鉄道サービス（株） 1
宇都宮大学 1 岩手医科大学（歯学部） 5 SGU 上智大学 1 関西外国語大学 2 盛岡公務員法律専門学校 6 （株）大沢温泉 1
群馬大学 1 岩手医科大学（薬学部） 3 成蹊大学 1 近畿大学 1 盛岡ペットワールド専門学校 3 イオン東北株式会社 1
埼玉大学 1 岩手医科大学（看護学部） 6 成城大学 1 甲南大学 2 盛岡看護医療大学校 9 ㈱アールディーシー 1
東京海洋大学 1 富士大学 3 聖心女子大学 1 武庫川女子大学 1 札幌医学技術福祉歯科専門学校 1 オリックス・バファローズ 1
東京農工大学（共同獣医学科） 1 盛岡大学 22 清泉女子大学 1 私立大学計 239 北海道医薬専門学校 1 民間就職計 8
横浜国立大学 1 岩手保健医療大学 5 専修大学 3 岩手医科大学医療専門学校 1
新潟大学 1 仙台大学 1 大正大学 1 スーパーグローバル大学計 22 岩手看護専門学校 1 就職計 14
奈良女子大学 1 東北学院大学 19 大東文化大学 5 岩手リハビリテーション学院 8
国立大学計 51 東北工業大学 1 拓殖大学 4 上野法律ビジネス専門学校 4

東北福祉大学 6 多摩美術大学 1 私立難関大学計 16 大原スポーツ公務員専門学校盛岡校 2
公立大学 東北医科薬科大学 2 中央大学 1 大原簿記情報ビジネス医療福祉専門学校盛岡校 2 海外進学

大学名 合格 宮城学院女子大学 2 津田塾大学 1 北日本医療福祉専門学校 3 学校名 合格
旭川市立大学 1 東北文化学園大学 1 帝京大学 2 四年制大学計 320 北日本クッキングカレッジ 1 Orange Coast College 1
釧路公立大学 2 秋田看護福祉大学 1 東海大学 7 盛岡ヘアメイク専門学校 4 Taylor's University 3
青森県立保健大学 3 奥羽大学 1 東京経済大学 2 仙台ウェディング＆ブライダル専門学校 2 海外進学計 4
青森公立大学 2 国際医療福祉大学 4 東京工科大学 1 公立短大 仙台ECO動物海洋専門学校 1
岩手県立大学（社会福祉学部） 3 白鷗大学 5 東京電機大学 1 大学名 合格 仙台工科専門学校 1
岩手県立大学（ソフトウェア情報学部） 11 群馬パース大学 1 東京農業大学 6 岩手県立大学盛岡短期大学部 5 仙台総合ビジネス公務員専門学校 2
岩手県立大学（看護学部） 1 東京国際大学 1 東京理科大学 2 岩手県立大学宮古短期大学部 5 神田外語学院 1
宮城大学 1 獨協大学 2 SGU 東洋大学 8 公立短大計 10 東京ベルエポック美容専門学校 1

SGU 会津大学 1 文教大学 1 日本大学 8 JR東京総合病院高等看護学園 1
群馬県立女子大学 1 明海大学 1 日本体育大学 1 私立短大 日本外国語専門学校 2
高崎経済大学 1 東都大学 2 SGU 法政大学 1 大学名 合格 代々木リハビリテーション学院 1
東京都立大学 1 神田外語大学 2 武蔵野大学 1 盛岡大学短期大学部 1 専門学校計 76
都留文科大学 1 淑徳大学 1 武蔵野美術大学 1 仙台青葉学院短期大学 1
公立大学計 29 千葉工業大学 5 SGU 明治大学 3 私立短大計 2 専門学校計 88

千葉商科大学 2 明治学院大学 1
国立大学校 中央学院大学 1 明星大学 1 短期大学計 12

大学名 合格 帝京平成大学 2 SGU 立教大学 2
防衛医科大学校（看護・技官） 1 東京情報大学 6 立正大学 1
国立大学校計 1 和洋女子大学 1 SGU 早稲田大学 1

国公立大計 81

令和5年度入試 合 格 実 績（R5.3.31現在）

東北大学・早稲田大学・慶応大学・上智大学・東京理科大学　合格!

祝

＊国立大学校とは、防衛医科大学校・気象大学校・国立看護大学校・職業能
力開発総合大学校・防衛大学校・海上保安大学校・水産大学校の　文部科
学省管轄外の七大学校のこと

＊公立専門校とは、東北職業能力開発大学校・岩手県立産業技術短期大学校・
岩手県立二戸高等看護学院・　岩手県立宮古高等技術専門校などの公立の
専門校のこと

※SGUはスーパーグローバル大学の略称です。

※早慶上理・GMARCH・関関同立の数です。

※大学合格には過卒・単位制の人数を含みます。

バ
ス
紹
介


